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図- 2 いおう酸化物温度と腐蝕皮の関係 (1年間・住居地区)
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暴露期間による腐蝕度図-15
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図-18いおう酸化物濃度と腐蝕度の関係(屋外・ 1月)
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1)腐蝕度の測定は， アメリカで行なわれているよう
に，減少量で判定するのが良いようであるが，腐蝕皮の
少ない場合は場加量でみる方が有効であろう。
2)暴露方法iζ関しては，軒下と屋外lζ相関がみられる
が，地点iとよりその関係、IC違っている。従来空調ヒソレ内
のいおう酸化物護度は外気の%とされていたが，本研究
での室内と軒下暴露の腐蝕置からはそのような関係はみ
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